
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 大宮南 中学校 ）     学校番号 ２２１                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 大宮南中のよき伝統を継承しつつ、変化と前進を続ける学校        

          

重 点 目 標 

１ 基礎・基本の向上を目指した授業の工夫・改善 
２ きめ細かな指導をとおした心豊かな生徒の育成と多様な教育的ニーズを踏まえた教育の推進及び 
  安全・安心で心潤う教育環境づくり        
３ 保護者・地域との連携・協力の推進 
４ 自ら学び、保護者・地域に信頼される教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

  

 

 

  

 

 

      

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語、数学ともに良好な結果であった。 

○市の学習状況調査において、学習に対する興

味・関心に関する質問の結果は概ね良好だが、特

定の学年・教科で市の平均を下回っている。 

○総合的な学習の時間では、生徒は積極的に探究

的な学びに取り組んでいる。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、国語

の「書くこと」が比較的苦手な生徒が見られる。 

○学びに向かう力、人間性等を高めるため、日常

生活との関わりを意識し、各教科の本質に触れる

活動場面を設定する必要がある。 

○ＩＣＴを活用し、個別最適な学びを実現するこ

とに課題がある。 

・学ぶ楽しさを

実 感 し 、 思 考

力・表現力等を

高める授業の実

施 

①全国学力・学習状況調査の結果を基

に、生徒の学習状況を把握し、授業改善

に生かす。 

②日常生活に関わる内容を取り上げ、学

ぶ楽しさ・喜びを実感できる活動場面を

設定し、協働で課題解決する学習を展開

する。 

③総合的な学習の時間等において、考え

る活動、話し合う活動、表現する活動

（プレゼンテーション等）を、ＩＣＴを
活用して行う。 

①生徒が調査結果をもとに、自分の学習

状況を把握し、目標を立て、学力向上に

向けて行動できるようになったか。 

②各調査の教科に対する興味・関心の値

が市の平均値を上回る結果となったか。 

③市学習状況調査で「コンピュータを活

用して情報を集めて整理したり、分析し

たりまとめたりする学習をすることがで

きた」で肯定的な回答の生徒が100％と

することができたか。 

① ①全国学力・学習状況調査は良好な結果であ

った。生徒は自主的に学力向上に取り組ん

だ。 

②全国学力学習状況調査の国、数、英の興

味・関心についての回答では、3.0ポイント～

11.2ポイント市の平均値を上回った。 

③市学習状況調査(参考値)結果は肯定的な回

答は 95.2%と活用できており、市平均より高い

数値となったが、100%には至らなかった。 

Ｂ 

・学校教育目標「輝く個性 夢きら

り」を実現するため、「学習者が主

体的に学ぶ授業」という視点からの

授業改善を進めていく。 

 

 

○学力向上や意欲の向上は、Ｉ

ＣＴ活用も含め、探究的な学習

への取組や先生方の授業の工夫

と共に生徒の努力や頑張りの成

果ととらえる。 

○ＩＣＴ機器の活用率は、活用

が苦手な子どももいると考え

る。利用率だけでなく、ツール

として活用し、自分なりの学習

方法を身に付けることが大切と

考える。 

○進路・キャリア教育は、職

業・仕事に対するイメージを育

てることとともに、経営者と労

働者についてそれぞれ学ばせる

ことが大切と考える。 

・学びの自律化

に向けた情報端

末の活用、授業

改善 

①「大宮南中 STEAMS TIME」で、STEAMS

と SDGs を関連付けて、教科横断的・探

究的な学びを行う。 

②５教科を中心に、スタディサプリ、ド

リルパークなどの学習への取組状況を基

に個に応じた指導の充実を図る。 

①学校評価アンケート（教職員）で

「探究的な学びの推進」が 70％以上と

なったか。 

②５教科で宿題配信など家庭学習での活

用により、個別最適な学びの充実を推進

することができたか。 

① ①学校評価アンケート（教職員）で「探究的

な学びの推進」が 100％となった。 

② ②生徒の授業評価で、ICT の効果的な活用の

項目で、５教科平均 3.1(５教科市平均 3.0)で

あった。スタディサプリを活用した個別最適

な学びは推進できた。 

Ｂ 
・ＩＣＴ機器の効果的な活用について

継続的に取り組む。 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行

くのが楽しい」と回答をした生徒は、市平均を上

回った。 

〇昨年度、感染症対策などにおいて、十分な対策

を行い、学級閉鎖の対応をとることはなかった。 

〈課題〉 

〇生徒の心の不安定な状況や長期欠席が問題とな

っている。今後も、生徒一人ひとりの状況を的確

に把握し、適切で組織的に支援・相談を進める体

制、仕組みづくりが課題である。 

〇教職員による施設設備の安全点検を確実に行う

だけでなく、生徒が自ら健康・安全に係る問題に

ついて考え、主体的に取り組む力をはぐくむこと

が課題である。 

・生徒一人ひと

りへの細やかな

教育支援・相談

に向けた校内体

制の充実 

①教育相談・特別支援の校内委員会で蓄

積した情報を基に生徒の状況を細やかに 

分析し、適切なタイミングで組織的に支

援、相談を行う。 

②スクールロイヤーを講師として招聘

し、いじめへの組織的な対応について、

教職員研修を実施する。 

①学校評価アンケート（教職員）で教育

相談のＡ評価が70％以上となったか。 

②学校評価アンケート（生徒）で教育相

談のＡ評価が65％以上となったか。 

③スクールロイヤーを招聘した研修を実

施し、いじめの早期発見、組織的な対応

をすることができたか。 

①学校評価アンケート（教職員）で教育相談

のＡ評価は44.4％(AB100％)となった。 

② ②学校評価アンケート（生徒）で教育相談の

Ａ評価63.8％(AB95.2％)となった。 

③大宮南小と合同でスクールロイヤーを招聘

し、いじめ対応への実践的な研修を実施する

ことができた。 

Ｂ 
・特別支援学級の学習計画の再検討と

効果的な交流及び共同学習の実施方

法の研究、実施を行う。 

 

○個別最適な学びは、永遠のテ

ーマであり、終着点はないと考

える。今後も様々な方法等の努

力を継続していただきたい。 

 

○学校保健委員会等の発表は、

子どもたちの自発的・自主的な

活動の成果と考える。 

 

○小・中学校 9 年間で子どもを

育てるという視点をより重視

し、更なる連携を進めることが

大切と考える。 

・安全点検の確

実 な 実 施 と 健

康・安全の実現

に主体的に取り

組む生徒の育成

に向けた取組の

充実 

①教頭・安全主任等と等と連携して日常

の安全点検を確実に実施し、危険個所の

迅速な対応行う。 

②学校保健委員会で生徒が自ら健康・安

全面の課題を設定し、内容を深め、対応

を検討し、実践する。 

①学校評価アンケート（生徒・保護者）

で安心・安全のＡ評価が 75％以上とな

ったか。 

②学校保健委員会で健康・安全な学校の

実現に向けて生徒が課題を設定し、主体

的に取り組み、成果を検証できたか。 

① ①学校評価アンケート（生徒・保護者）で安

心・安全のＡ評価が(72.8･44.0)％となった 

②学校保健委員会で健康・安全な学校の実現

に向けて生徒が「歯の健康」について３班に

分かれて、調査研究に主体的に取り組み、成

果を発表し、学校歯科医の指導をいただい

た。 

Ｂ 
・生徒の保健委員会が行う健康・安全

の実現に向けた主体的な取組をさら

に進める。 
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〈現状〉 

〇本校学校運営協議会では、目指す生徒の姿につ

いて熟議を積み重ね、夢や目標をもち、自己効力

感の高い生徒を学校・家庭・地域が協働で育てて

いくことを共有した。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会で共有した目指す生徒の姿を、

家庭、地域、企業などに広め、地域に住み、地域

に集う全ての人々と共有できるようにする。ま

た、生徒に育てたい力についてさらに熟議し、ポ

ストコロナに向けた方策を定め、継続的な行動に

向けた一歩を踏み出す。 

・目指す生徒の

育成に向けた学

校・家庭・地域

が協働で行う取

組の整理と充実 

 

①学校運営協議会を年３回実施し、目指

す生徒の育成に向けた取組を整理する。 

②整理した計画に基づき、具体的な方策

を実施し、学校・家庭・地域が協働した

取組の成果を検証し、充実を図る。 

①学校運営協議会を年３回実施したか。 

②「学校運営協議会の一員として目指す

生徒像の共有」の肯定的な回答が 90％

以上となったか。 

③学校評価アンケート（教職員）で保護

者・地域との連携のＡ評価が 60％以上と

なったか。 

① 学校運営協議会を年３回実施した。 

② ②学校運営協議会において目指す生徒像の共有

を行い、中学生に係る各団体の取組を整理し、

今後の取組について議論を深めた。 

③ ③学校評価アンケート（教職員）で保護者・

地域との連携のＡ評価が 33.3％であった。 

Ｂ 

・地域行事への参加やボランティア活

動を生徒に積極的に広報し促進す

る。 

・学校の教育活動に地域等の力を取り

入れる具体策を検討する。 

 

○地域との連携に関しては、小

学校の方が評価が高い。行事等

で地域と連携する等の関係性が

影響していると考えられる。 

（防犯ボランティア等比較的身

近な方々とのあいさつ等も重

要） 

○体育祭や文化祭は、コロナ禍

のため良い見本を見ていない面

もある。具体的な様子や適切な

選択肢を用意したうえで統計を

取ることが大切と考える。 

○今後も地域のイベント等を計

画・実施の予定なので、積極的

に子どもたちに広報していただ

きたい。 

 

・目指す生徒の

育成に向けた実

践を共有するた

め の Ｉ Ｃ Ｔ 活

用、教育活動公

開 

①本校ＨＰの情報を適宜更新する。 

②本校ＨＰ内に、日々の教育活動を掲載

したページを作成し、家庭・地域が学校

の取組について情報共有できるようにす

る。 

③学校・家庭・地域が協働で進める学校

行事等を展開し、活動の成果の共有を推

進する。 

①ＨＰを毎月更新したか。 

②学校評価アンケート（保護者）で「情

報の積極的な発信」の肯定的な回答が

85％以上になったか。 

③教育活動を掲載したページの更新を月

２回以上行ったか。 

④学校行事等の公開を段階的に進め、多

くの保護者・地域の皆様の参加を得た

か。 

①ＨＰ「保護者の皆様」のページは毎月記事

を掲載することができた。 

②学校評価アンケート(保護者)で「情報の積

極的な発信」の肯定的な回答が 78%であった 

③教育活動を６月以降、毎月記事を掲載し、

２５の記事（2 月上旬現在、月平均３回更新）

を閲覧できる状態である。 

④学校行事、授業公開を進め、学校行事では

多くの保護者・地域の皆様の参加を得た。 

Ｂ 
・学校公開の形態、方法を工夫しなが

ら、保護者・地域の皆様の来校機会

を拡大する。 
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〈現状〉 
〇学習指導要領の趣旨に即した指導と評価の一体
化に向けた各教科の取組を計画的に進めている。 
○ＩＣＴの活用について、エバンジェリストを中
心に研修を重ね、活用が進められている。 
○各教職員が、ライフステージに応じた研修を意
欲的に進めている。 
〈課題〉 
○学習評価について、思考・判断・表現の形成的
な評価の研究を本年度、まとめる必要がある。 
〇ＩＣＴの活用について、教員間で差が見られ
る。全教職員が活用を進める指導体制の確立が課
題である。 

・生徒の思考・

判断・表現を高

める指導と形成

的評価の推進 

・各教職員のラ

イフステージに

応じた個別最適

な研修の推進 

①生徒の思考・判断・表現を高める指

導と形成的評価について、指導者を招聘

した全体研修、研究授業の実施と全教職

員での参観、研究のまとめを行う。 

②一人ひとりの教員が年間を通して取り

組む研修計画を立案し、面談等で適時に

進行を管理し、指導力の向上を図る。 

③全教員がミライシード、スタディサプ

リ等を含めた個別最適で協働的な学びの

実現を目指したＩＣＴの活用を進める。 

①講師を招聘した研修、教科横断的な授

業公開を年２回実施し、全教員が思考力

等の形成的評価を着実に実施している

か。 

 

②全教員が、計画に即して研修を進め、

各自の目標を達成することができたか。 

 

③全教員がアクティブラーニングの推

進を目指し、日常的にＩＣＴを活用す

る状況になったか。 

① ①指導者を招聘した全体研修、研究授業、全

教職員での研究協議を実施し、形成的評価の

研修を進め、各教科で研究のまとめを行っ

た。 

② ②初任者、各年次研修、中堅教諭等研修及び

その他各自で設定した研修を計画的に進め、

立案した目標を達成することができた。 

③全教員がアクティブラーニングの推進を目

指し、スタディサプリを含めて日常的にＩＣ

Ｔを活用するための研修を実施し、授業等で

活用する機会が増えた。 

Ｂ 

・各自の研修計画を確認し、キャリア

に応じて研修を進めるように指導す

る。また、研修の進捗状況について

確認する機会を定期的に設ける。 

 

 

○ＩＣＴの活用は、教職員の働

き方改革にも影響すると思われ

る。一層の活用を目指し、ペー

パーレス化等も含め、継続して

いただきたい。 

○今後も、小・中学校で連携

し、校内研修等を進めていく必

要があると考える。 

 


